
3．食塩摂取量  

食塩を目標量を超えて摂取している者の割合は、男性で約6割、女性で約7割  

成人の60％以上の者が、食塩を目標量以上摂取していた。  

また、成人の1日当たりの食塩摂取量の平均値は、11．5g（男性12．4g，女性10．7g）であった。  

図31 食塩摂取量の分布（20歳以上）  

8g未満の者  

図32  食塩摂取量の平均値（20歳以上）   

■総数 国男性 口女性  

総数（20歳以上）  20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上  

食塩摂取量（g）＝ ナトリウム（mg）× 2．54／1，000  

考）日本人の食事摂取基準（2005年版）  

塩摂取の目標量 成人男性10g未満 成人女性 8g  
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第5部 平成18年国民健康・栄養調査「速報」  

平成18年11月に実施された国民健康・栄養調査のうち、都道府県健康増進  
計画改定ガイドラインの参酌（さんしやく）標準で示された「内臓脂肪型肥満に  

着目した生活習慣病の有病者・予備群の数」の指標にかかる項目については、都  
道府県健康増進計画改定の参考とするため、速報として集計・解析したものであ  
る。追って公表される、『平成18年国民健康・栄養調査報告』と確定数が若干相  
違する可能性があるが、大局的な観察にはほとんど支障ないものと考えられる。   

1．調査対象及び客体  

調査の対象は、平成18年国民生活基礎調査において設定された調査地区内の   
世帯の世帯員で、平成18年11月現在で満1歳以上の者とした。  

調査の客体は、平成18年国民生活基礎調査において設定された調査地区から、   

層化無作為抽出した300単位区内の世帯及び世帯員とした。  

調査実施世帯数は、3，582世帯（概数）であり、集計客対数は、下記のとおり   

である。  

表 集計客体数の概要  
総数  
年齢階級   総数   1－8歳  7－14歳  15－19歳  20－29歳  30－39歳  40－49歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上  再掲40－74歳   
身長・体重青十測  8．059   502   874   350   607  1．048   91tS  1．300  1．209  1．ヰ53   4006   

腹囲計測   7，128   90   605   305   541   978   888  1．237  1，151  1，353   3811   
血l王書十測   4．719   0   0   149   302   835   801   909   976  1．147   2956   

問診   5．005  0  0  0   385  754  658  992  1．034  1．202  3177   

血液検査 ′  4，319   0   0   0   284   607   573   876   919  1．060   2814   

男性  
年齢階級   総数   卜6歳  フ」14歳  15－19歳  20－29歳  3α－39歳  4（卜側歳  50－59歳  60一朗歳  70歳以上  再掲40－74歳   
身長・体重計測  3．685   248   338   185   274   458   417   588   536   6ヰ1   1819   

3．225   45   303   †82   248   420   389   560   5【）2   598   1715   
腹饉計測                        血圧計測   1．925   0   0   71   122   222   220   366   412   512   1220   

2．087   0   0   0   152   289   255   415   445   531   1346   

血液検査   1．75ヰ   0   0   0   114   211   210   351   391   477   1163   

年齢階 総 女性                        級  数  卜6歳  7」何歳  15－19歳  20－29歳  30－39歳  40一側歳  50－59歳  60－69歳  70歳以上  再掲40－74歳   

身長・体重計測   4．37ヰ   254   336   165   333   590   499   712   673   812   2187   
腹脛は十測   3．903   45   302   143   295   558   479   677   849   755   2096   
血圧計測   2，794   0   0   78   180   413   381   543   564   635   1738   

問診   2．918   0   0   0   213   465   403   577   589   671   1831   
血液検査   2．565   0   0   0   17！！   398   363   525   528   583   1651   

2．集計項目  

○身体状況調査  

身長、体重、腹囲測定、血圧測定、問診（服薬状況）、血液検査（ヘモ  

グロビンAl。、H工）Lコレステロール）  

ー 21一   



3．都道府県健康増進計画参酌標準関連表   

（内臓脂肪型肥満に着目した生活習慣病の有病者・予備群の数）  

都道府県健康増進計画参酌標準関連表  

内藤脂肪に着目した生活習慣病の有病者・予備群の数  国民健康栄養調査にお  
表   表題  指模   定義   

ける集計対象者  
（全て男女別）  

l  BMIと腹囲計測による肥満者の状況   
国民健康・栄養調査における方法により身長測定、体重測定を行  

い、次の3項目に該当する看の割合をそれぞれ求める。   BMl、腹囲計測がそろっ   
2  8MIによる肥満者の状況  肥満者の推定数 （成人）（＊）              （丑BMI25以上で腹囲男性85cm以上、女性90cm以上   ている者  

②BMlのみ25以上  （妊婦除外）   

3  腹囲計測による肥満者の状況   
③腹囲のみ基準値以上（男性85cm以上、女性gocm以上）  

ウエスト周囲径［男性85Gm以上、女性90cm以上］かつ、次の3項  腹囲計測、BMI、HD」コ  
目のうち1つ該当する看（予備群）及び2つ該当する者（該当者）（い  レステロール、HbAIG、  

メタポリックシンド  ずれも40－74歳）。   血圧、服薬状況（コレス  
メタポリツクシンドローム（内腋脂肪症候  

4   群）予備群・該当者の状況  □ ンスリン注射または血糖  
）予 

上、若しくは血圧を下げる薬服用   げる薬）の状況がそろっ  
③空腹時血糖‖Om〆dl以上またはHbAIc5，5％以上、若しくはインス  ている者  
リン注射または血糖を下げる薬服用※2   （妊婦除外）   

予備群：  
空腹時血糖110mg／dl以上126叫レd一束満又はHbAIc5．5以上6．1未  

満の者。但し、インスリン使用・血糖を下げる薬の服用者を除く（40  HbAIc及び、服薬（イン  

5  糖尿病予備群・有病者の状況   糖尿病予備群・有  スリン注射または血糖を  
病者の推定数く＊）  下げる薬）状況がそろっ  

有病者：  ている者   
空腹時血糖126m〆dl以上またはHbAIG6．1％以上であるか、イン  

スリン注射または血糖を下げる薬を服用している者（40－74歳）。  

予備群：  

①収縮期血圧が1刃mmHg以上1棚mmHg未満かつ拡張期血圧が  
90mmHg未満である者  

6  高血圧症予備群・有病者の状況   高血圧症予備群－ 有病者の推定数 （＊）     （診収縮期血圧が140mmHg未満かつ拡張期血圧が85mmHg以上 90mmHg未満である看。ただし、血圧を下げる薬の服用者を除く（40 －74歳）。  
ろっている者   

有病者：  
収縮期血圧が140mmHg以上、または拡張期血圧90mmHg以上の  

者、若しくは血圧を下げる薬服用者（40～74歳）。   

脂質異常者（高脂  中性脂肪150mg／dl以上、またはHDしコレステロールが40mg／d】未  HDLコレステロール、服 葉状況（コレステロール  

7  脂質異常者（高脂血症有病者）の状況        を下げる薬）の状況がそ ろっている者    血症有病者）の推  満、または、L♪L140mg／dl以上、若しくはコレステロールを下げる薬    定数（＊）  を服用している者（40～74歳）。※3   
※1：都道府県健康・栄養調査など、空腹時における採血が徹底できていない場合には、中性脂肪を用いない。  

※2：空腹時血糖とHbAIGの両者を測定している場合には、空腹時血糖を用いる。  

※3ニLDLコレステロールを測定していない場合には、総コレステロールを用いる。  

（＊）の指標の目標値設定、評価に際しては、性・年齢調整を行うことが必要。  
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表1BMlと腹囲計測による肥満の状況（40歳以上）  

宣（参考）内臓脂肪型肥満の診断基準：   
・BM125以上で、男性のウエスト周囲径85cm以上、  

女性のウエスト周囲径90cm以上を上半身肥満の疑いとする。  

● ・上半身肥満の疑いと判定され、腹部CT法による内臓脂肪面積100cm2以上（男女とも）を内臓脂肪型肥満と診断する。；  
（日本肥満学会肥満症診断基準検討委貞会、2000年）  

… ※国民健康・栄養調査の「腹囲」は、「立位のへその高さ」で計測したが、ウエスト周囲径と計測位置は同じである。  
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表2 BMIによる肥満者の状況（40歳以上）  

＝＝＝＝●■＝＝＝＝＝＝＝■■■■●●●■●●●●●●●■■●●■  

肥満度：BMl（BodyMasslndex）を用いて判定  

BMt＝体重［kg］／（身長［m］）2により算出  

BMI＜18．5 低体重 （やせ）  
18．5≦BMI＜25 普通体重（正常）  

BMI≧25 肥 満  

（日本肥満学会肥満症診断基準検討委員会  
軒
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表3 腹囲計測による肥満者の状況（40歳以上）  
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（参考）内臓脂肪型肥満の診断基準：  

・BMI25以上で、男性のウエスト周囲径85cm以上、  
女性のウエスト周囲径90cm以上を上半身肥満の疑いとする。  

■上半身肥満の疑いと判定され、腹部CT法による内臓脂肪面積100cm2以上（男女とも）を内臓脂肪型  

肥満と診断する。  
（日本肥満学会肥満症診断基準検討委鼻会、2000年）   

※国民健康・栄養調査の「腹囲」は、「立位のへその高さ」で計測したが、ウエスト周囲径と計測位置は …  
同じである。  
…●■●●●■＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝………＝……＝＝＝＝＝＝＝……＝…＝＝●＝＝′  
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表4 メタポリックシンドローム（内臓脂肪症候群）予備群・該当者の状況（40歳以上）  

▼メタポリツクシンドローム（内臓脂肪症候群）の疑い”の判定▼   

国民健康・栄養調査の血液検査では、空腹時採血が困難であるため、メタポリツクシンドローム（内臓脂肪症候群）の診  
断基準項目である空腹時血糖値及び中性脂肪値による判定は行わない。したがって、本報告における判定は以下の通り  
とした。  

・該当者（メタポリックシンドローム（内臓脂肪症候群）が強く疑われる者）  

腹囲が男性85cm、女性90cm以上で、3つの項目（血中脂質、血圧、血糖）のうち2つ以上の項目に該当する者。  
※“項目に該当する”とは、下記の「基準」を満たしている場合、かつ／または「服薬」がある場合とする。   

・予備群（メタポリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予備群と考えられる者）  

腹囲が男性85cm、女性90cm以上で、3つの項目（血中脂質、血圧、血糖）のうち1つに該当する者。  

男性：85cm以上 女性：90cm以上  腹 囲（ウエスト周囲径）  

項 目   血中脂質   血   圧   血  糖   
基 準  ・HDLコレステロール値 40mg／d床満  ・収縮期血圧が130mmHg以上  ・HbAIc値 5．5％以上   

・拡張期血圧が90mmHg未満である者  

服 薬  ・コレステロールを下げる薬服用   ・血圧を下げる薬服用   ・血糖を下げる薬服用  
インスリン注射使用   

（参考：厚生労働科学研究健康科学総合研究事業「地域保健における健康診査の効率的なプロトコールに関する研究  

～健康対策指標検討研究班中間報告～平成17年8月）   

注）老人保健事業の健康診査では、ヘモグロビンAIc値5．5％以上を「要指導」としているため、メタポリツクシンドローム  
（内臓脂肪症候群）の疑いに関する判定項目である血糖を“ヘモグロビンAIc値5．5％”とした。  
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